






































2．研究方法   
1) 研究協力者 ブラジル生まれで日本に居住し、発達障害と診断されてから少なくとも
1年以上当該児を育てている母親 11名。 












































































母親は 30～44歳、子どもは 2歳 6か月～7歳 2か月で、男児 7名、女児 4名であった。
1 名がプログラム参加時点で診断未確定だったが、他は自閉症であった。診断からプログ
ラム参加までの期間は、1年 11か月～4年 4か月であった。1名は 1回のみの参加であっ
たため分析対象者より除外した。 
2) プログラムの実施可能性 
 母親のプログラム受入れは良く、準拠集団としてのグループ形成も良好であった。肯定
的意見が多かったが、教室の実施間隔、配布資料、夫の参加について改善意見が出された。 
3）プログラムの効果 
(1)母親のトランジションステージの変化 
プログラム実施前の総得点は平均±標準偏差84.0±7.288、終了後は87.5±6.311で、有意
な上昇を認めた（p<0.05）。各項目で有意差があったのは「暗闇のなか進まなければいけ
ない不安がある」の一項目であった（p<0.05）。個人の変化では、出席回数と総得点には
特定の傾向はなかった。診断からプログラム参加までの期間では、3年以上群（2名）及び
2年以上3年未満群（3名）では、変化はないか中程度であった。一方、2年未満群（5名）
では、変化は中程度または大きな変化であった。本プログラムは、診断前後もしくは診断
後短期間の対象に対し効果が高いと思われた。 
(2)グループインタビューによる評価 
トランジションが進んだと考えられる内容として4カテゴリーが、トランジションが進
んだと判断できないがプログラムに肯定的である内容として5カテゴリーが抽出された。 
(3)母親の育児ストレス（PSI-SF）の変化 
プログラムの実施前後で総得点および下位因子のいずれも有意差はなかった。個人の変
化をみると、ストレスが増加した者と減少した者がおり、外的条件による個人差が結果を
相殺した可能性がある 
 
Ⅳ．結論 
発達障害児を育てるブラジル人の母親のトランジションプロセスは概ね日本人の母親
と類似するが、障害を疑ってから待つことができず、診断をはっきりさせようと行動を起
こしプロセス進行が早いという特徴が明らかになった。また、開発したプログラムのトラ
ンジション促進効果は、特に《混迷へのダイビング》前後にいる診断前後もしくは診断後
短期間の母親に有効であることが示唆された。 
